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Ⅳ 全体考察

１ 情報の入手方法について

普段最も利用している情報媒体は、「テレビ」（３４．５％）が最も多く、次いで「インターネット」（２９．

１％）、「新聞」（１７．０％）、「ＳＮＳ」（１２．６％）の順となっている。

近年利用が増えている「ＳＮＳ」について詳しく質問したところ、「Facebook」と「Twitter」がともに、

２４．３％で最も多くなっている。

北九州市からの情報を入手する手段として「市政だより」（２９．４％）が最も多く、次いで「テレビ」

（１８．６％）、「新聞」（１３．６％）、「インターネット」（１２．１％）、「北九州市ホームページ」（７．９％）、

「冊子類」（７．３％）、「ＳＮＳ」（４．２％）の順となっている。

近年利用が増えている「ＳＮＳ」について詳しく質問したところ、「Facebook」が５６．３％と最も多く

なっている。

２ 北九州市公共施設マネジメント実行計画の認知度について

（ １） 実行計画の認知度

北九州市公共施設マネジメント実行計画（以下、「計画」という。）に関して「内容まで知ってい

る」と「内容は分からないが計画があることは知っている」の合計は２４％で、「知らない」は７５％と

なっている。

年代別にみると、「知らない」と答えた人の割合は、１０歳代から４０歳代は６４人中５７人（約８９％）

で、５０歳代から８０歳代は８３人中５４人（約６５％）となっている。

また、「内容まで知っている」または「内容は分からないが計画があることは知っている」と答えた

人の中で、計画を知った情報媒体として、「市政だより」（４０．０％）が最も多く、次いで「新聞」（１２．

０％）、「冊子」（１２．０％）、「インターネット」（１０．０％）、「北九州市ホームページ」（１０．０％）の順

となっている。

（ ２） 認知度向上のための効果的手法

計画を「知らない」と答えた人の中で、計画を知ってもらうためにどのような広報媒体が効果的

かとの問いに対し、「テレビ」（３６．０％）が最も多く、次いで「ラジオ」（１９．７％）、「ＳＮＳ」（１９．

７％）、「新聞」（１２．３％）の順となっている。

３ シンポジウム・ 講演会の広報について

シンポジウムや講演会の開催告知について、市政だよりだけでなくチラシの配布（各自治会、施

設など）、ポスターの掲示（モノレール、市内大学など）、市政テレビ・ラジオ、北九州市の Facebook・

Twitter、サンデー北九州、メールニュース北九州、北九州市のホームページなどで情報発信してき

たが、「知っている」は８％であり、「知らない」は９１％となっている。

また、「知っている」と答えた人のうち５８％の人が参加したことがなく、そのうち、「参加したかった

が、都合がつかなかった」が５７％、「シンポジウム・講演会のテーマや内容に魅力を感じなかった」

が４３％となっている。

４ 公共施設の利用状況について

（ １） 現在の公共施設の利用状況

定期的に利用している施設（「週１回以上」、「月に１回程度」及び「年に数回」の利用者の合計）

としては、「図書館」（６８．０％）が最も多く、次いで「市民センター」（４２．９％）、「市民会館・文化ホ

ール」（２７．３％）の順となっている。
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「利用したことがない」と答えた人の割合が５０％を超える施設は、「年長者いこいの家」（８５．

０％）、「勤労青少年ホーム」（７６．９％）、「青少年施設（青少年キャンプ場）」（７２．１％）、「生涯学

習センター」（５５．８％）となっている。

（ ２） 過去（ 10年前） の公共施設の利用状況

定期的に利用していた施設（「週１回以上」、「月に１回程度」及び「年に数回」の利用者の合計）

としては、「図書館」（７０．０％）が最も多く、次いで「市民センター」（５１．７％）、「市民会館・文化ホ

ール」（４０．８％）の順となっている。

「利用したことがない」と答えた人の割合が５０％を超える施設は、「年長者いこいの家」（７０．

７％）、「勤労青少年ホーム」（６８．０％）、「青少年施設（青少年キャンプ場）」（６６．０％）、「青少年

施設（少年自然の家などの宿泊施設）」（５８．５％）「生涯学習センター」（５１．７％）となっている。

（ ３） 今後10年間の公共施設の利用予定

今後10年間の公共施設の利用予定について、利用しようと「思う」は８９％で、「思わない」は１０％

となっている。

定期的に利用したい施設（「週１回以上」、「月に１回程度」及び「年に数回」の利用者の合計）と

しては、「図書館」（７４．８％）が最も多く、次いで「市民センター」（６１．８％）、「市民会館・文化ホ

ール」（４８．３％）、「スポーツ施設（体育館）」（４０．８％）、「スポーツ施設（体育館以外）」（３８．

１％）、「生涯学習センター」（３７．４％）の順となっている。

「利用しない」と答えた人の割合が５０％を超える施設は、「年長者いこいの家」（５９．２％）、「勤

労青少年ホーム」（５７．１％）、「青少年施設（青少年キャンプ場）」（５５．８％）、「青少年施設（少年

自然の家などの宿泊施設）」（５３．７％）となっている。

５ 計画の取組みについて

（ １） 公共施設マネジメントの８つの基本方針について

「大いに進めるべきである」と「できるだけ進めたほうがよい」の合計は、「特定目的施設や利用

形態の見直し」に関する取組みが最も多く、「誰でも利用しやすい施設とする」（９１．１％）、「利用

効率を向上させる」（９２．６％）となっており、多くの項目が７５％超となっている。

「できるだけ進めない方がよい」と「進めるべきでない」の合計は、「公共施設に併設している駐

車場の有料化を検討する」（４２．２％）が最も多くなっている。

（ ２） ８つの基本方針に関する取組みへの満足度

「満足」と「やや満足」の合計は、「市民センターを中心とした地域コミュニティ活動の充実」（６０．

５％）が最も多く、次いで「民間施設・ノウハウの活用」（５７．１％）の順となっており、多くの項目で

５０％を超えている。

（ ３） 今後重点的に取り組んで欲しい基本方針

「施設の集約と利用の効率化」（２１．０％）が最も多く、次いで「市民センターを中心とした地域コ

ミュニティ活動の充実」（１５．１％）、「民間施設・ノウハウの活用」（１３．３％）、「利用料金の見直し」

（１３．３％）、「特定目的施設や利用形態の見直し」（１２．７％）、「まちづくりの視点からの資産の有

効活用」（１１．４％）の順となっている。
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【 市政モニターに関すること】

広報室広聴課（ ＴＥＬ： ５８２－２５２７）

【 アンケートに関すること】

企画調整局都市マネジメント政策課（ ＴＥＬ： ５８２－２０７６）


